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～関わり合い 個を磨き 笑顔かがやく授業の創造～ 

 

会津若松市立謹教小学校  

教諭 芹沢 志保  

１ 実践の内容・方法 

（１）教育課程の編成・実施・評価・改善について（教務主任として） 

本校は、会津地域における研究推進校として、これまで４６回にわたり、毎年６月に公開授

業研究会を開催している。令和２年度からは、現在の「未来社会を切り拓く資質・能力の育

成」をテーマに研究を進め、今年度は、副主題を「～関わり合い 個を磨き 笑顔かがやく授

業の創造～」と設定し、第２期１年次の研究を推進している。 

研究の内容としては、子供たちに未来にわたり社会で必要とされる資質・能力を育成するた

めにカリキュラムマネジメントを推進し、教科等横断的な教育課程を編成・実践・評価・改善

することである。さらには、各教科、領域等において、学習の基盤となる資質・能力（言語能

力、情報活用能力、問題発見・解決能力等）の育成を目指し、教科等横断的な学習の一層の充

実を推進していくことが必要である。 

  私は、本校勤務３年目であるが、令和４年度から教務主任を務めている。上でも述べたよう 

に本校は、教科等横断的な教育課程を編成し、子供たちに学習の基盤となる資質・能力を育成 

することを研究の柱としている。そのため、教育課程編成会議の企画・運営についても、研修 

主任と連携して、教科等横断の視点に基づいた各種計画の作成や単元配列表（資料１）の見直 

しを行っている。また、今年度の反省に基づき、学校行事や教育活動について実施計画を立案 

し、教職員間の連絡調整を図りながら、スムーズな運営ができるよう努めてきた。 

 

（資料１）第５学年 単元配列表 

（各教科等の内容を関連付けることで、教科等横断的な学習の充実を図る） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）地域との連携・協働による教育活動の充実（地域連携担当教職員として）         

本校は、昨年度創立１５０周年を迎え、会津若松市において最も歴史と伝統のある小学校

の一つであり、地域の方々も本校及び本校の子供たちを支援していこうとする気持ちが非常

に強い。また、学区には地域学校協働本部が立ち上がっており、地域コーディネーターも存

在する。この地域コーディネーターとの連絡調整を行い、社会に開かれた教育課程を実践し

ていく必要がある。本校は、学校経営・運営ビジョンの目指す学校像の一つに「地域ととも

に歩む学校」を掲げている。その実現のためにも、地域の方のご支援ご協力をいただきなが

ら教育活動を充実させていくことは大変重要である。        

私は、地域連携担当教職員と  （資料２）地域連携年間活動計画 

して、年度末に次年度の教育課  （年間を見通した地域人材活用の推進） 

程において、地域の方々に支援 

をお願いしたい単元等を学年ご 

とに取りまとめ、地域連携年間 

活動計画（資料２）にして地域 

学校協働本部のコーディネー 

ターとの打合せを実施している。 

この際、具体的な活動の時期や 

内容、必要とするボランティア 

の人数等をお知らせすることに 

よって、地域コーディネーター 

も１年間を見通してボランティ 

アを確保しやすくなっている。 

また、依頼した活動の前には再 

び地域コーディネーターと連絡 

を取り、当初の予定の変更点や 

学年主任からの要望等を伝えるなど、連携を深めている。 

 

（３）ＩＣＴを活用した授業改善（理科指導を通して） 

   本校では、ＧＩＧＡスクール構想により、一人一端末が配置される前の２０１９年度から

日産財団の理科教育助成を受けた。これによりｉＰａｄや書画カメラ等のＩＣＴ機器を活用

し、理科の授業を中心に、その効果的な活用に取り組んできた。理科において、学び合いに

よる授業を展開する際は、互いの観察や実験の結果について差異点や共通点を比較したり、

考察を関連付けたりしながら、学びを振り返り、次に繋げていくことが重要である。しか

し、いつでも実験が成功したり、再現できたりするわけではない。そこで、ＩＣＴを効果的

に活用することで、子供自身が必要なときに必要な動画等を振り返りながら学びを充実させ

る環境を整備し、ＧＩＧＡスクール構想により、一人一端末が配置される前から、ＩＣＴを

効果的に活用した理科の授業の充実と子供たちのＩＣＴ活用技能を高めることが必要である

と考えた。 

私は、理科の分科を担当しており、本校の理科部の一員として、まずは、子供たち自身に

タブレットを身近なツールとして活用させようと考え、理科の授業において様々な場面でタ

ブレットの活用を試みた。最初はカメラとして空や青虫を撮影させたり、タブレットに実験

や観察の考察を打ち込み、電子黒板で共有したりしながら、まずはＩＣＴ機器に慣れること
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を優先して取り組んだ。その結果、子供たちは、理科の授業においてタブレットを活用する

ことが当たり前の状況になり、自分達で画像を共有したり、過去に撮影した動画を引き出し

て、振り返りを行ったりすることができるようになった。 

 

  ① 実践例１《 ５年：理科「天気の変化」 》 

    最初は、各班に一つのタブレットしかなかったが、 

一人一端末が配置されてからは、さらに情報量が多く 

なった。校庭で動く雲の様子を撮影した際は、データ 

が多く集まったことで、友達の動画と比較しながら考 

察することができ、本校の研究で目指している「関わ 

り合う中で、学び合い、個としての考えが深まってい 

く」授業が実現できた。 

  ② 実践例２《 ４年：理科「雨水のゆくえと地面の様子」 》 

    異なる種類の土に水を染みこませる数秒間の実験を 

動画で撮影した。実際の様子を見て気付いたことにつ 

いて何度も動画で振り返ることができ、根拠を基にし 

た話合いが活発に行われた。また、単元の導入には校 

庭の様子をｉＰａｄで撮影した動画を編集して使用し 

たことにより、単元を通して、子供たちの学習意欲を 

持続させることができた。 

 

２ 成果と課題 

（１）教育課程の編成・実施・評価・改善について（教務主任として） 

  ① 成果 

    単元配列表を作成し、総合的な学習の時間、社会科、理科、生活科を中心教科とし、他 

   教科で関連のある単元に結び付けたことにより、各教科等の学習で身に付けた資質・能力 

   を活用・発揮しながら中心教科の学習に取り組む子供たちの姿が数多く見られるようにな 

   った。つまり、教科等横断的な学習の充実を図ったことで、学習の基盤となる資質・能力 

   が身に付いてきたと考える。また、学んだことを日常の生活にも活用しようとする意欲が 

   高まった。 

② 課題  

    各教科・領域の学習において身に付けていく資質・能力と教科等横断的な学習で身に付

けていく学習の基盤となる資質・能力との関連性を明確にしていく必要がある。 

 

（２）地域との連携・協働による教育活動の充実（地域連携担当教職員として）         

  ① 成果 

    地域連携年間活動計画（資料２）を作成したことにより、地域コーディネーターも１年

間を見通して、自分の活動予定を立てたり、人材を確保したりできるようになったと好評

であった。また、教職員からも「地域人材を活用することで、様々な体験の機会が増え、

教育活動の充実につながっている」といった声を多数いただき、「地域とともに歩む学

校」の実現に寄与できた。 

 



48%

４月

  ② 課題 

    校外学習等に地域の方にお手伝いいただくことは 

大変助かるが、事前の打合せ等の時間を確保するこ 

とが難しく、逆に負担感を感じている教員もいる。 

    また、地域コーディネーターの都合もあり、教員 

からの急な要望には対応できない場合が多いため、 

できる限り年度末に先を見通した計画を作成しても 

らい、地域の方々に本校の教育活動に参加していた 

だきたいと考えている。 

 

（３）ＩＣＴを活用した授業改善（理科指導を通して） 

  ① 成果 

    ４月と１２月に、子供たちに学習に対する意識調査を行った。その結果を見ると、４月

と比較して肯定的な回答を得られた項目が、１２月では増加している。「主体的な学び」

と「協働的な学び」に関する項目を見ると、「あてはまる」と答えた児童の割合が下のグ

ラフのように変化した。ＩＣＴを用いて何度も事象を振り返ったり、互いの考えを関連付

けたりしたことで、子供たち自身が学びの手ごたえを実感しながら授業に取り組むことが

できたことが推察できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ② 課題 

    現在は、一人一端末が実現して３年目となった。子供たちは、授業においてもタブレッ

トを活用し、家庭に持ち帰って家庭学習にも活用している。タブレットの活用については

今後もさらに推進していく必要があるが、それに伴って情報モラル教育の充実も必要不可

欠である。 

 

３ 今後について 

  最近、小学校では、教員の大量採用に伴い、若手教員の比率が高くなっている。また、若手

教員とベテラン教員の二極化が進み、３０代、４０代の教員が非常に少ない。本校においても

学年２クラス中、１クラスは５０代のベテラン教員、もう１クラスは２０代の若手教員という

構成となっている。ベテラン教員と若手教員では、指導力にも大きな差があり、保護者も不安

を感じている。私は教務主任として、これからの大きな課題は、若手教員の育成であると考え

る。ベテランも若手もともに研修を重ね、保護者、子供に不安を感じさせない教育活動を展開

するために引き続き尽力したい。 
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質問１  

授業では自分からよく考える。 

 
質問 12  
 
授業では友達と考えたり話し合ったりして 
手応えを感じる。 


